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学びのイノベーション事業 授業実践報告 様式  

 学校名：城東中学校             

授業の概要 

授業日時・学年・教科・単元名等 

授業日時：平成２４年 ６月 

学 年： １年 １組    教科：数学科 

単元名：方程式 何枚集まったかな？ 

ＩＣＴ支援員によるサポート  □ 授業中  □ 事前 

単元・題材の目標 

方 程 式 を 作 る こ と が で き る 。  

単元全体の流れ 

本 字 は 導 入 の た め 、 具 体 的 な 事 例 を 扱 う 。  

小 学 校 で 学 習 し た 線 分 図 等 を 利 用 し た 解 法 で 課 題 を 解 く 。  

未 知 数 を 文 字 を 使 っ て 等 式 を つ く り 、 未 知 数 を 求 め る 方 法 を 考 え る 。  

本時の中心となる授業形態 

□一斉学習  □個別学習  □協働学習 

本時の目標（評価の観点） 

方 程 式 を 作 る こ と が で き る 。  

 

情報通信技術の活用 

活用した場面 

 □ 導入   □ 展開   □ まとめ   □ その他（         ） 

活用した者 

 □ 教員     □ 生徒 

活用する目的 

 □ 課題の提示 □ 動機付け □ 興味・関心の創出 □目的や目当ての明確化  

 □ 教員の説明 □ 生徒による説明 

 □ 繰り返しによる定着  □ 典型例の提示  □ 創作活動 

 □ 失敗例の振り返り  □ 体験の想起  □ 体験の代行 □ 比較 

 □ 振り返り  □ 生徒同士の教え合い  □ その他（       ） 

活用したコンテンツ 

デ ジ タ ル 教 科 書  

デ ジ タ ル 教 材  

計 量 器 、 ５ ０ 円 玉  

 

活用した機器 

 □ ＩＷＢ    □ タブレットＰＣ    □実物投影機 

 □ その他（                               ）  

※情報通信技術の活用のうち、本時におけるポイントとなる活用について主なものを回答

すること。
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１．本時の展開 

学習の流れと子どもの活動 指導・支援のポイント 使用した機器やコンテンツ 

課 題 の 把 握  

 

 

 

 

 

線 分 図 を つ く る 。  

 

 

立 式 し て 課 題 を 解 く  

 

 

発 表  

 

 

効 果 の 枚 数 を ｘ と し て 、重 さ

の 関 係 を 等 式 に 表 わ す 。  

 

 

 

 

 

文 字 を ふ く む 等 式 の 文 字 に

当 て は ま る 値 を 求 め る こ と

を 考 え る 。  

 

 

 

Ｉ Ｗ Ｂ に 課 題 を 提 示 。  

各 自 で 課 題 を 考 え る 。  

 

計 量 器 や ５ ０ 円 玉 を 使 っ て イ

メ ー ジ を つ か ま せ る 。  

 

ワ ー ク シ ー ト に 線 分 図 を 作 成

す る 。  

 

ワ ー ク シ ー ト ま た は 、 Ｔ Ｐ Ｃ

に 解 答 す る 。  

 

生 徒 の 考 え を Ｉ Ｗ Ｂ へ 転 送 し

、 考 え 方 を 発 表 す る 。  

 

等 式 を Ｔ Ｐ Ｃ に 記 入 す る 。  

 

 

 

生 徒 の 考 え を Ｉ Ｗ Ｂ へ 転 送 し

、 考 え 方 を 発 表 す る 。  

 

Ｉ Ｗ Ｂ  

Ｔ Ｐ Ｃ  

 

計 量 器  

５ ０ 円 玉  

 

ワ ー ク シ ー ト  

 

 

Ｔ Ｐ Ｃ  

ワ ー ク シ ー ト  

 

Ｉ Ｗ Ｂ  

Ｔ Ｐ Ｃ  

ワ ー ク シ ー ト  

Ｔ Ｐ Ｃ  

 

 

 

Ｉ Ｗ Ｂ  

Ｔ Ｐ Ｃ  

 

＜協働学習の実施状況＞ 

□ 生徒が相互に教え合う場面があった □ 数名が一緒に学び合う場面があった 

□ 数名が協力したり助け合ったりする場面があった □ 数名が話し合う場面があった 

□ 一人が発表したことについて学級全体で考える場面があった 

□ 同じ問題について、学級全体で話し合う場面があった 

□ ネットワークを使って遠隔地と結んで学ぶ場面があった 
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２．情報通信技術の活用のねらいと効果 

（１）活用のねらい 

Ｔ Ｐ Ｃ に 考 え を ま と め Ｉ Ｗ Ｂ に 転 送 し て 説 明 す る こ と で 、考 え を 共 有 す る こ と

が で き る 。  

 

 

 

 

 

（２）活用により期待される効果 

発 表 時 に 生 徒 の 考 え を 黒 板 に 書 く 場 合 に 比 べ Ｔ Ｐ Ｃ か ら Ｉ Ｗ Ｂ へ 画 面 を 転 送

す る こ と で 、 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。  

 

 

 

 

３．実践上の課題 

デ ジ タ ル 教 材 に 記 入 す る 枠 が 小 さ い の で 記 入 し づ ら い 。  

 

 

 

 

 

※ 本 報 告 は 、 ２ 頁 を 超 え て 作 成 し て も 構 わ な い 。  

※ 本 報 告 と あ わ せ て 、 授 業 の 動 画 や 写 真 を 提 出 す る 際 は 、 Ｗ ｅ ｂ で の 公 開 な ど

広 く 使 用 さ れ る こ と も 考 え ら れ る こ と か ら 、 保 護 者 の 了 解 を 得 る な ど 必 要 な

対 応 を 行 う こ と 。  


